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成 果 の 概 要 
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報告者は、アメリカカリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）に、2015 年 12 月より 2017
年 2 月まで約 14 ヶ月間滞在し、パトリシア グリーンフィールド（Patricia Greenfield）教授の

元で研究活動を行った。 
 

グリーンフィールド教授は、文化・社会の変容と心理・行動の変化に関する世界的権威であ

り、文化の個人主義化を実証的に記述する研究を行ってきた。教授との議論を重ねていく中で、

日本文化が長期間に渡って本当に個人主義化しているかどうかを実証的に確認することがま

ずは必要という結論に達した。グリーンフィールド教授が行ってきた研究との比較を通じて、

日本文化の個人主義化の普遍性と特殊性を明らかにするアプローチが効果的と考えられた。そ

のため、日本文化が個人主義化しているかどうか、新聞データベースを用いて事前に検証した。

その結果、予測通り、欧米の知見と一致して個人主義化が長期間に渡って進んでいることが明

らかとなった。同時に、欧米の研究知見とは異なり、集団主義のいくつかの側面は維持されて

いることも明らかとなった。そのため、長期間に渡る日本文化の個人主義化を事前に確認した

のと同時に、日本文化の様々な側面で個人主義と集団主義の間に乖離や葛藤が生じるために、

関係性の希薄化が生じている可能性が示された。グリーンフィールド教授が行った中国におけ

る研究でも同様の現象が示されており、歴史的に集団主義的な文化における個人主義化が、関

係性の希薄化を招くプロセスの一端を示した。上記の研究の更なる分析・追試的検討・考察を

行いながら、より詳細なプロセスを明らかにする実験及び調査実施の準備中である。また、報

告者のこれまでの研究をまとめた以下のレビュー論文を滞在中にも継続して執筆し、受理・公

刊された（財団より助成を受けたことを謝辞に記した）。これまでの研究をレビューすること

により、歴史的に集団主義的とされる文化において、個人主義化が進むことで様々な問題が生

じているその様相やプロセスを俯瞰的に概観・整理することができた。 
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そして、文化の変容を中心的に扱ったゼミや講義等に参加することができた。日本では、文

化の変容を直接的に扱ったゼミや講義は少なく、これまで自分が知らなかった研究や理論につ



いても見聞を広げることができた。自身のこれまでの研究や、進行中の研究について発表し、

多くのフィードバックを頂くこともできた。同様に、大学生・大学院生を対象にした講義の中

で、自身のこれまで発表してきた複数の論文を取り上げて頂き、彼らと議論を行うことで、よ

り理解を深めることができた。グリーンフィールド教授をはじめ、文化の変容を研究している

研究者・大学院生と、自身の研究対象に関わりの深い議論ができたことは大きな収穫であった。

同時に、共通するトピックについて扱う研究者とネットワークを築けたことは、今後の研究活

動にとって大きな財産になると思われる。 
 

さらに、上記の活動を通じて、特に英語のスピーキングに関して成功体験を積み重ね、自信

を持つことができた。国際的に活躍する研究者になるためには、英語による「読み」・「書き」

だけでなく、一定のレベル以上で「話す」・「聞く」ことも必要である。日本にいる間は、こう

した能力を高める機会があったとしても、喫緊の仕事のために後回しにしてしまい、結局有効

活用できないことが多かった。ゼミや講義等の研究場面だけでなく、日常の会話も含めて、多

くの機会を経験することで、語学力を高めることができた。 
 

加えて、アメリカ文化を肌で感じることができた。これまで、アメリカには国際学会の参加

や 3 カ月程の短期滞在はしたことがあったが、比較的長期的な滞在をしたことはなかった。3
カ月程の滞在では、やっと異文化に慣れてこれからという時に帰国しなければならなかった。

文化と人間の心理・行動の関連を明らかにしようとする文化心理学を専攻としている報告者に

とって、実際に日本と異なる文化に身を置き、その文化や人々に深く関与することが必要不可

欠である。これまで短期的な滞在では不可能であった意義のある経験を数多く積むことができ

た。 
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